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Hoyadugar ilagugsan nakancun－ a 
yin gerel eyer humun－ u erhetu sayin 
amugulangtu hotala － yi  bayashaju 
setegel‐un undusun shin－ e checheg－
ud－ i bolbasurgulun johiyahsan yosun－ i 
dagaju yirtinchu－yin ene uges－un hauli
－yi merged ba. Arad bugudeger sonosun 
hereglehu－yin tula duran buliyahu johistu 
edger sayihan uges－ i shasdir－un totor
－ a eche huriyagsan uges－ un badag－
un tedui uber－ un oyun eyer tug tumen 
ayalgu lug－ a tegusugsen edeger uges
－ i humun－ u erhetu teguldur buyantu 
hemehu durduhsan eyer urun－ e eteged 
tehi ahui delger sum－e dur tabun uhagan
－ u oron dur mergen bologsan warbuu 
bandida hemehu johiyabai. Ene shasdir－
i hamig－a anu ugulehu bugesu tere yeru
－yin shidi boloyu hemen nakancun－a－
yin ugulegsen metu turbel ugei bututugui.
第二位の殊勝者ナカザナの光輝によっ
て，地上の施主サイン・アムグラントゥ
は衆生をあまねく喜ばせ，育てし心がの
びのびとして愉快になる道理とともに，
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世間のこれら言語の意味を，知者と平民
に聞取らせる方便のために，テゲルドゥ
ル・バヤントゥの提案にもとづき，五明
学に通じた西方のアフイ・デルゲル寺の
ワルブウ・バンディダによって，その智
慧でこれら人をうっとりさせる多くの美
しき言葉を，もろもろの典籍より集めて
これを編纂した。願わくばナカザナの述
べるように，この書を閲読して，たちど
ころに神玄円満を得られんことを 7）。
　その他の章はこのまわりくどい言葉のあとに
あり，以下で続けて紹介することにしよう。
　第14章　財産を作った弟は自分の兄が貧し
いのを嫌って，かれを家から追い出した。貧し
い兄は一群れの人びとがふしぎなところから斧
を取り出して袋を叩いて，たくさんの物を得る
のに気がつく。じつはそれは「如意袋」で，食
べ物や着る物がなんでも手に入る。兄は人びと
がいなくなるのを待ってから，斧と袋を手に入
れてこっそりと逃げ，同じようにやると，たち
まち豊かになった。
　弟は兄が一夜で豊かになったわけを訊ね，そ
れを知ってから急いであの宝物を探しに行き，
宝物を奪われて怒った人びとに捕まってしま
う。宝物を取りもどせなかった人びとは怒り
のあまり魔法を使って，弟の鼻に九つのこぶを
生やしてしまう。このこぶは斧で呪文を唱えな
がら取らないと取るすべがなかった。かれは兄
に，取ってくれれば，財産を半分わけてやるか
らと頼む。兄が八つのこぶを取ったとき，弟は
悔やみはじめた。兄がそれに気がついて最後の
こぶを取るかどうかためらっていると，呪文を
知らない弟の嫁が斧を奪い，あわてて夫の鼻の
最後のこぶを切ると，こぶは取れずに，夫を斬
り殺してしまった。
　第15章　国王と大臣の子が連れ立ってイン
ドに学びに出かけ，10年後にいっしょに帰郷
する。途中でひどく暑くて我慢できないほどの
どが渇く。ふいにカラスが頭の上を飛んで，ア
クランと鳴いた。国王の子は，南の方に行けば
近くに湖があるとカラスが言ったと話した。ふ
たりが行ってみると，果たしてそのとおりだっ
た。大臣の子は，自分の学問が国王の子に劣っ
ていると感じて，妬ましく思いはじめ，あると
ころでかれを殺して，ひとりでもどった。国王
は悲しみのあまり大臣の子に，王子は臨終の時
になにか遺言はなかったか訊ねた。かれはアブ
リシゲという言葉しか残さなかったと答えた。
国王は千名の文官に，7日以内にその意味を明
らかにするよう命じ，さもなければみんなを殺
すと述べた。6日が過ぎても，だれにも分から
ず，みんなはしかたなく，死を待つしかなかっ
た。部屋の中でじっとしていられない小僧が林
まで行ってほっとしていると，途中で三人の者
が語り合っているのを耳にする。その内容は，
連れ立った友人が，密林で剣によって首を斬っ
たということだった。かれはすぐさまもどって
報告し，人びとを救う。国王は息子の死体を探
し出し，宝塔の中に弔い，大臣の子を処刑し，
死者を弔った。
　第16章　インドのある大汗には108人の皇
后がいたが，息子は一人しかできなかった。か
れはあるとき狩りで美女に出会い，娶って帰宅
した。この女は心根がよくなかったが，可汗は
知らなかった。
　汗は別の時の狩りで，深山にいる年寄りの修
道女が絶世の美女（鹿の仙人の化身）を使って
いるのを知った。大汗は修道女にうまい話を
言って，この下女を娶って帰宅した。別れる時
に修道女は下女に数珠を贈り，だれにも与えて
はならないと言いつけた。大汗は別荘を設けて
「シッディ・クール」と「屍語故事」（上）
― 43 ―
この新婦と睦み，片時も離れなかった。
　あの心がけの悪い女は召使いを使って，大汗
が大事にしていたゾウ，ウマと息子をつぎつぎ
と殺し，それからあの新婦に罪をなすりつけ
た。大汗は女の言うことを本当だと信じて新婦
を処刑しようとしたとき，かれの鸚鵡がある物
語をして，新婦は死を免れた。しかし，心がけ
の悪い女に数珠を騙し取られ，数珠をなくした
彼女は魅力を失い，同時に寵愛をなくしてしま
う。けれども彼女は夢の知らせを通して，最後
に心がけの悪い女が使う召使いを探し出し，召
使いに起こったできごとの真相をすべて話させ
た。汗はそれを知ってから自分の行いを悔や
み，出家して修行に出かけた。
　第17章　ある年より夫婦には9頭の乳牛が
いて，老人は肉を食べるのが好きなので，4，
5日に1頭を殺していた。老婆は乳を絶やさな
いために，1頭は残すように言ったが，最後に
この乳牛も老人に殺されてしまい，乳首だけが
残された。老婆は老人を捨てて山に行き，乳首
を岩に隠したが，その乳首から次から次へと乳
が出てきた。ある日，彼女は老人に乳製品をあ
げると，老人は後をついてきて，乳首まで食べ
てしまった。
　飲食物がなくなった老婆は生きるために食べ
物を探し，疲れはててある洞穴に入った。夜中
に，洞穴に虎，豹，熊などさまざまな動物が
やって来た。あくる日，虎は老婆を見つけ，食
べようとした。ウサギが，彼女を食べるよりも
おれたちの洞穴を見張らせたほうがいいと言っ
た。虎はもっともだと思って，彼女を許した。
門番をして食べ物も住まいもできた老婆は，あ
る日老人に肉をやった。老人はまたも後をつい
て来て，老婆が止めるのも聞かずに洞穴に入っ
て住んだ。あくる日，動物たちは二人がいっ
しょにいるのを見て，こんなでは自分たちの安
全が危ういと思って，かれらを食べてしまっ
た。
　第18章　ある愚か者が，妻の勧めで，ロバ
を追い立てながら商売に出かけた。しばらく行
くと，向こうから一群の強盗がやって来たの
で，洞穴に隠れた。強盗たちはかれが隠れた洞
穴の入り口で荷物を降ろし，食事をしたり休ん
だりして，長らく過ごしていた。洞穴の中の愚
か者は我慢できずに，大きな音でおならをする
と，伝わって来た音がひどく奇妙だったので，
強盗どもはびっくりして逃げてしまった。愚か
者はそのすきにかれらの荷物を積んでもどり
妻にわたし，自分がとても勇敢だと話した。妻
はかれよりもっとすごい人がいるから我を忘れ
て得意にならないようにとかれを戒めた。かれ
は信じないで，あくる日に腕試しをすると誓っ
た。次の日，計画どおり腕比べをするが，愚か
者はたちまち負けて，がっかりしてもどってき
た。ところが，かれが腕比べしたのは他でもな
く，自分の妻だったのは知らなかった。
　第19章　父と子が材木を売って暮らしてい
た。ある日，父親はいちめん草木が茂ったとこ
ろを指して息子に，「将来おまえがわしをここ
に葬るなら，運がよくなり幸せになるだろう」
と語った。息子はそのとおりにしたが，なにも
変わらなかった。そこで，材木売りをやめて，
国王にじかに会って，姫との結婚を求めること
にした。国王はこの人が只者でないと思って，
その求めに応じようと考えたが，皇后は反対
し，その能力を試すように提案した。
　その時，一群の敵が領土に侵入して来たの
で，皇后はかれを出陣させた。かれは単騎で敵
陣に突っ込み，ついで道ばたの大木を抜いて敵
を叩き，敵を撃退した。皇后はまた山に行き，
長さ9ひろで，色鮮やかな狐の毛皮を剥いでも
どってくるよう命じ，かれはそのとおりにし
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た。皇后はさらにモンゴルの悪鬼9匹を殺すよ
う命じ，かれはそれらを毒殺して，その財産を
すべて没収し国王に渡した。国王と皇后はおし
まいに娘をかれに嫁がせることに同意し，かれ
にたくさんの財産を分けた。
　第20章　雌ライオンは雌牛をかみ殺したが，
その子牛は雌ライオンについてそのすみかまで
来ると，ライオンの子といっしょに雌ライオン
の乳を飲み，いっしょに遊んだ。雌ライオンが
死んでからも，かれらは片時も離れない友人に
なった。キツネはかれらの友情がこのように途
切れないので，ずっとおとなしくしていた。そ
の後，キツネはかれらを別々に訪ねて仲を裂
き，反目して仲たがいするようにしむけた。か
れらは争い，その結果2頭とも傷ついてしまっ
た。キツネが得意になって，戦利品を手に入れ
ようとしたとき，死ぬ前に気がついたライオン
と牛は最後の力をふりしぼってキツネの命を縮
めてしまった。
　第21章　ある金持ちの家に娘が一人いて，
別の貧乏人の家にも男の子がいて，後に二人は
夫婦となった。両家の年よりは相ついで世を
去った。金持ちの羊の群れはだれも管理する者
がいなくなり，狼に食べられて子羊が1頭だけ
残った。かわいそうな子羊は昼間には山の洞穴
に隠れ夜に出てきて草を食べ，とても孤独だっ
た。ある日，洞穴にウサギがやって来た。ウサ
ギは子羊の身の上を知ると，羊の群れに連れて
行ってくれることを承知した。二匹がいっしょ
に道を行くと，途中で狼に出会ったが，ウサギ
は少しも恐れず，天国から使わされた特使とい
う身分で天の命令を伝え，狼の数々の罪悪を数
えあげ，たちまち逃走させてしまった。こうし
て，ウサギは子羊をぶじにネパールの羊の群れ
まで連れて行った。
　第22章　ヘイグタ国のタイベン汗はロバの
耳を生やしていて，他人に知らせないために，
いつも散髪する者を処刑にしていた。ある貧乏
な若者が汗の散髪する番になった。若者が出か
ける時に，母親はビンの固まりをやり，散髪
しながら食べなさいと言いつけた。タイベン
汗は散髪している若者がなにか食べているのを
見て，一口食べると，たいそうおいしかったの
で，どうやって作ったのか訊ねた。若者は母親
の乳で作ったと答えた。汗は自分と若者が同じ
母の乳で作ったものを食べたと知って，かれを
放し，自分がロバの耳を生やしていることを言
うなと命じた。人びとは若者がどうして殺され
なかったのか訊ねたが，若者は話せなくて，内
心で我慢して病気になった。医者はかれが内心
のことを話さなければ，病気はよくならないと
言った。かれは人気のないところへ行って，野
ネズミの穴に向かって大声で，われらが汗には
ロバの耳が生えていると叫んだ。この言葉はう
わさで伝わり，汗の耳にまでとどいた。汗はひ
どく怒り，人を遣わしてかれがどうして約束を
守らなかったのかとがめた。かれがありのまま
を話し，汗に「もしも宮廷内外の役人と同じよ
うに，耳の付いた帽子をかぶれば，耳が長いと
いう欠点が隠せるでしょう」と言った。汗はこ
の考えを採用すると，はたして効き目が現われ
た。それから，汗は宮中に出ても，かれが長い
ロバの耳を生やしていることはだれも知らな
かった。
　第23章　ある貧しい男が金持ちの娘を嫁に
したが，やはり貧しい暮らしをしていた。ある
時，娘は夫を連れて実家にもどり，いくらか金
を手に入れようとしたが，実家の者に馬鹿にさ
れてしまった。それからふたりは発奮し，男は
商売をし，女は布を織って，まもなく豊かに
なった。かれらは再び実家にもどるとき，多
くの贈物を持っていった。その夫は前回に受け
「シッディ・クール」と「屍語故事」（上）
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た屈辱をはらすために，はかりごとをたくらん
だ。かれは自分の馬を指しながら，あれをよく
育てなら，大便の時に真珠をひねり出すと言っ
た。かれらは高値で持ち去ったが，だまされた
といことが発覚すると，かれを大木に吊るし，
河に投げ込む用意をした。
　夕方にせむしがブタの群れを追いながら通り
かかり，なぜ木につるされているのか訊ねた。
かれはクル病を治しているところだと答えた。
そのせむしも自分の背を治したいと思って，ふ
たりはその場所を交替した。夜に実家の者が
こっそり木の上の人を河に投げ込み，婿を殺し
たと思った。あくる日，婿がブタの群れを追い
ながらやって来るのを見て，どうしたことか訊
ねた。かれは河に投げ込まれてから，竜王に財
産を分けてもらい，ブタの群れをもらったが，
今もどっても間に合うと答えた。愚かな実家の
者たちは財産を得ようと欲張って，先を争って
河に跳びこんだ。こうして娘婿はかれらが残し
た財産をすべて独り占めしてしまった。
　第24章　ある人が鉄の桶を持って農地の借
金を催促に出かけると，途中で人の皮で作った
袋を持つ悪鬼に出会い，友だちになった。お
しゃべりをしているうちに，借金取りは鬼があ
る王子を重病で息も絶え絶えにしていること
を知り，同時にその治療の方法も聞き出してし
まった。鬼と別れてから，その人はすぐさま国
王のところに行って，鬼の言うとおりに王子の
病を治し，命を救ったお礼にたくさんの財産を
手に入れる。鬼と謝金取りが再会すると，鬼は
その人に皮袋を持たせて，人を損なう術を施そ
うとした。借金取りはすきをねらって皮袋を
破って，河に捨ててしまう。鬼はだまされたと
知り，袋の破片を集めてから，狂ったように地
上にさまざまな病魔や災いをまきちらし，それ
からは人を信用しなくなった。
　第25章　ある老人が大事にしていた角が六
つある牛を失い，とても気がせいていた。かれ
はインドのマリヤ山に住んでいた竜王と悪鬼に
焼香し叩頭して夢でのお告げを求めた。神々は
相談してから，老人に夢で知らせた。老人は牛
を見つけ非常に喜び，会う人ごとに夢のお告げ
に霊験があることを話した。
　三人の息子がいた男は，老人の言うとおりに
竜王と悪鬼に焼香し，運命を変えるような夢の
知らせを祈った。あくる日眼を醒ますと自分が
女になっているに気がつき，そこで家にもどろ
うとせず，異郷に嫁いで，三人の娘を産んだ。
またある時。頭に大きなおできができている人
が竜王と悪鬼に焼香して祈り，あくる日に眼を
醒ますと，おできがなくなっていた。もうひと
り頭におできができている人も同じようにする
と，あくる日，頭に大きなおできがもう一つ増
えている。
　第26章　インドのある国王の宮廷に，歌を
うたえるカエルと踊りがうまい鸚鵡がいて，あ
る人が国王のこの二つの宝物を専門に飼育して
いた。後に，宮中に歌がうまくて踊りの上手な
人が来ると，国王のかれを寵愛し鸚鵡やカエル
をかまわなくなった。
　飼育員はカエルと鸚鵡を野外に放したが，不
幸にもカエルはカラスにくわえられてしまっ
た。カラスはカエルを食べようとしたが，カエ
ルが体を洗わしてくれと頼んだので，カラスは
承知した。かれらは山の泉まで来て，洗おうと
すると，カエルは石のすきまに入って逃げてし
まう。飼育員がやって来ると，カエルは自分が
じつは白竜王の娘だと話す。飼育員の以前の恩
に報いるために，カエルはかれに魔術を教えて
やる。飼育員がもどった時に鸚鵡は一羽のタカ
にくわえられてしまう。
　鸚鵡とカエルを捨てた飼育員は国王に責めら
― 46 ―
名古屋学院大学論集
れ，処刑されることになるが，従者の懇願で，
追放される。
　荒野に追放された飼育員は，鳳凰の口から白
蛇を救い，それはじつは白竜王の王子であっ
た。白竜王は自らかれに謝意を示し，かれが娘
を救ってくれたことでお礼をし，その謝礼は赤
毛の雌犬，花色の布袋と宝の杖であった。ふし
ぎなことに，この杖で袋を叩きさえすれば，食
べたい物がいつも出てきた。あの犬は夜に美女
に変わり，かれの妻となった。
　ある日，飼育因果外出してから，あの美女は
犬の皮を脱いで入浴していた。飼育員はもどっ
てから犬の皮を火に投げ捨ててしまう。美女
は服が焼かれるのを見て，「わたしたちはもう
いっしょに住めなくなりましたから，来年のあ
る日にカササギの羽で作った服を着てわたしを
救いに来て」と話す。
　あくる年，飼育員はカササギの羽を着て国王
のところへ行って手妻を探し出し，カササギの
羽の服でだまして国王を場外に連れ出して処刑
にし，その国を自分の物にした。かれは4人の
息子をもうけ，それぞれインドの法王，モンゴ
ルの神射王，ゲセル軍王と大食の財王にする。
物語がここまで語られると，サイン汗はふしぎ
な死体をナカザナ尊者のところまで背負って行
き，すべての物語は終わりとなる。（つづく）
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